






































































































９年から選択科目として開講される。さらに 1910 ～ 11 年から経済学部教授マクレガー（D. H.
MacGregor）が農業に関する経済学と統計学について講義を始める¡3。ケンブリッジでは、1896年か
らギルヴィ（Sir Walter Gilbey）が出資した年間 100ポンドの資金を利用して非常勤講師が採用され
ることになり、新設の農業スクールで農業史と経済学の講義が始まる¡4。初代講師は王立農業協会



















































こうしてオックスフォードの農業経済研究所（Agricultural Economics Institute at Oxford）が 1913年
１月に発足する。研究所の設立によって初めて農業経済を研究対象とするプロフェッションが生み出
されることになる。すなわち、所長にオーウィン（Charles S. Orwin, 1876-1955）™6、研究員（資金は
農務省 ™7が提供する）にバートン（E. W. Barton）とアシュビィ（Arthur W. Ashby, 1886-1953）™8、研




















































Orwin, C. S. and Williams, S., A History of Wye Church and Wye College, Ashford, 1912. であり、その
後に Orwin, C. S., Reclamation of Exmoor Forest, Oxford U. P., 1929、さらに Orwin, C. S. and Orwin,








































Costs, Oxford, 1917; Farming Costing and Accounts, Benn Brothers, 1923; Estate Accounts, (with
Kersey, H. W.), Cambridge, 1926. などの費用計算に関する著書を刊行し研究成果を発表する。しかし、
これらの研究はその後アメリカの手法が導入された（後述）こともあって継続されず、オーウィンの
関心は徐々に農法や農業政策へと向かう。








する主要な業績は、土地の私的所有に関連するものである。1925 年に刊行の The Tenure of
Agricultural Land (with Peel, W. R.), Cambridge, 1925. では、全国の農場規模が小さいために近代的
な農業技術が利用できないと述べ、土地の国有化によって農業経営者や農業労働者の生活水準を向上
させることが必要であるとしている ¢0。この見解は、その後 The Future of Farming, Oxford, 1930.











































あるが、オーウィンの指導で編纂された Howell, J. P., Agricultural Atlas of England and Wales,
London, 1925. である（この著書において主要な農業形態と、土壌・起伏・気候との関連が明らかに
される）。
アシュビィは農務省からの奨学金受給の最終年である 1914年にエリィ（Richard T. Ely, 1854-1943）













（Scottish Steam Vessels Enginemen’s and Firemen’s Union）の事務局長となる。さらに市の労働組合
評議会の中心的なメンバーともなる。それから、図書委員会の委員、議案委員会の召集者、独立労働
党のスコットランド東地区のオルグにもなっている。忙しい仕事の合間をぬって、ダンカンはアバデ
ィーン図書館の所蔵本で経済および政治理論を独習する ¢8。ダンカンもマーシャルの Principles of
Economicsを読んでいるようであるが、オーウィンと同様にほとんど影響を受けていない ¢9。
1912 年にダンカンはスコットランドの農業労働者を集めて、スコットランド農業労働者組合



































































アベリストウィス：アシュビィ（A. W. Ashby）・ブリストル：ベラ（E. P. Weller）
ケンブリッジ：ベン（J. A. Venn）・ハーパー・アダムス：デニス（F. S. Dennis）
リーズ：ラストン（A. G. Ruston）・マンチェスター：オー（J. Orr）
ニューカッスル：ディンスデイル（D. H. Dinsdale）
オックスフォード：ブリッジズ（A. Bridges）・レディング：シンプソン（J. S. Simpson）
シール =ハイン：ロング（W. H. Long）・ミッドランド：キング（J. S. King）
ワイ：ワイリィ（J. Wyllie）・アバディーン：インペア（A. D. Imper）

























































































































































費の数値を必要とするからである。1927年に刊行された King, J., Cost Accounting Applied to












































































































































反対して、イングランド農業史研究者のアンリィ卿（Rowland Edmund Prothero, Baron Ernle, 1851-











る論文は、当初は個々人に回覧されるが、1930年 12月からは刊行物となり投稿論文は Journal of
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the Proceedings of the Agricultural Economics Society誌に掲載される（学会誌はその後 Journal
of Agricultural Economics誌と改称）。そして 1928年にオックスフォードで開催された学会には、
エルムハースト（Leonard Elmhirst, 1893-1974）の招きでコーネルのウォレン（G. F. Warren, 1874-










経済研究者となり、当時の経済研究者ホートリ（R. G. Hawtrey, 1879-1975）や組合運動指導者ヘン
ダソン（A. Henderson, 1863-1935）と知己となって経済学を学んでいる。そして農務省時代の初期に






































なく、農業や農業団体の実践者などを含む組織として展開する。その会員数は 1927～ 28年には 52
































































ことによって、この専門分化を支えたとされている。Abbott, Andrew, The System of Professions,






要』、第 14号、平成 5年、30～ 49ページ）を参照。
d 拙稿「19世紀後半イギリスにおける農業研究体制の特徴」（『京都産業大学国土利用開発研究所紀要』、
第 20号、平成 11年、31～ 51ページ）を参照。
f エドワード・サイード著/大橋洋一訳『知識人とは何か』、平凡社、1998年を参照。




は、Perkin, Harold, The Rise of Professional Society — England since 1880, Routledge, 1989. を参照。
h 当時の農業の展開に関しては多くの研究業績があるが、ここではとりあえず Perren, Richard,
Agricultural in Depression, 1870-1940, Cambridge U. P., 1995. を参照。
j Thompson, F. M. L., An Anatomy of English Agriculture, 1870-1914 (Holderness, B. A. and Turner, M.




l ヨーロッパ大陸については、No-u, Joosep, Studies in the Development of Agricultural Economics in
Europe, Uppsala, 1967. アメリカ合衆国については、True, A. C., A History of Agricultural Education
in the United States 1785-1925, New York, 1969; Taylor, H. C. and Taylor, A. D., The Story of
Agricultural Economics in the United States, 1840-1932: Men-Services-Ideas, Greenwood, 1974. を参
照。
¡0 拙稿「20 世紀初頭イギリスにおける農業研究教育体制の形成―メンデル学説の受容と関連させて」
（『京都産業大学国土利用開発研究所紀要』、第 19号、平成 10年、57～ 80ページ）を参照。
¡1 拙稿「19世紀後半におけるイギリス農業の展開と農学の再編」（『京都産業大学国土利用開発研究所紀
要』、第 13号、平成 4年、56～ 82ページ）を参照。
¡2 Bateman, D. I., A. W. Ashby: An Assessment, Journal of Agricultural Economics, vol. 31(1980), pp.1-14;
Colyer, Richard J., Man’s Proper Study — A History of Agricultural Science Education in Aberystwyth
1878-1978, Gomer Press, 1982, pp.26-43. 
¡3 Comber, N. M., The Department of Agriculture of Leeds University, Agricultural Progress, vol. 24(1949),
pp.7-13; Wynne, A, J., The Beginnings of Agricultural Economics at the University of Leeds, Journal of
Agricultural Economics, vol. 31(1980), p.191. 
¡4 Wood, T. B., The School of Agriculture of the University of Cambridge, Journal of the Ministry of
Agriculture, vol. 29(1922), pp.223-30, 296-302; Ede, R., The School of Agriculture, University of
Cambridge, Agricultural Progress, vol. 15(1938), pp.137-42. 
¡5 Voelcker, J. Augustus, Sir Ernest Clarke, Journal of the Royal Agricultural Society of England, vol.
84(1923), pp.1-10. 
¡6 ニコルソンによって著された 3巻にわたる著書 Principles of Political Economy, London, 1893-1901
は、第一次世界大戦前の段階ではイギリス農業経済学に関する唯一の専門書といえるものである。
¡7 Legg, L. G. W. and Williams, E. T. ed., Hall, Sir (Alfred) Daniel (1864-1942), Dictionary of National
Biography, 1941-1950, London, 1959, pp.339-41. 
¡8 Richards, Stewart, Wye College and its World: A Centenary History, Wye College, 1994. このカレッ
ジはロンドン大学の農業カレッジとして存続するが、2001年に解体され、各部門は他のカレッジやス
クールに統合される。
¡9 Lee, Sidney ed., Gilbert, Sir Joseph Henry (1817-1901), Dictionary of National Biography, supplement
イギリス農業経済学の形成とプロフェッションの誕生 83
January 1901-December, London, 1920, p.106. 
™0 Watson, James A. Scott, The History of the Royal Agricultural Society of England 1839-1939, Royal
Agricultural Society, 1939, pp.136-42. 
™1 Hall, A. D., Agricultural Education and the Farmer’s Son, Journal of the Farmers’ Club, 1907, pp.559-76. 
™2 1889年の技術教育法（Technical Instruction Act）に基づき、地方税などの補助によって実施された公
開講座であり、各地に設立されるユニヴァーシティーカレッジの原型となる。各地の大学農学部も、こ
れを母体にしたものが多い。Marriot, S., The Whiskey Money and the University Extension Movement:
Golden Opportunity or Artificial Stimulus?, Journal of Educational Administration and History, vol.
15(1983), pp.7-15. 
™3 1900年代初頭のギネス醸造会社については、Guinness, Michele, The Guinness Spirit — Brewers and
Bankers, Ministers and Missionaries, Hodder & Stoughton, 1999, pp.349-98. を参照。
™4 Dale, H. E., Daniel Hall, Pioneer in Scientific Agriculture, London, 1956, p.61. 
™5 拙稿「20世紀初頭イギリスの農業研究体制と研究機関の存立要因―ロザムステッドとレディングの比
較を通して」（『京都産業大学国土利用開発研究所紀要』、第 22号、平成 13年、34～ 57ページ）を参照。
™6 Williams, E. T. and Palmer, H. M. ed., Orwin, Charles Stewart (1876-1955), Dictionary of National
Biography, 1951-1960, London, 1971, pp.783-4. 
™7 農務省（Board of Agriculture）は 1889年に設立された後、1903年に Board of Agriculture and Fisheries 、
1919年に Ministry of Agriculture and Fisheriesと法令にしたがって名称を変更している。Winnifrith, J.,
The Ministry of Agriculture, Fisheries and Food, Oxford U. P., 1962. 本稿では政府省庁であるという
点では変更がなく、訳語を変更すると紛らわしくなるので、すべて「農務省」という訳語を用いる。
™8 Williams, E. T. and Palmer, H. M. ed., Ashby, Arthur Wilfred (1886-1953), Dictionary of National
Biography, 1951-1960, London, 1971, pp.34-6. 
™9 Orwin, C. S., The Agricultural Economics Research Institute, University of Oxford, Journal of the
Ministry of Agriculture, vol. 33(1927), pp.1103-7; Agricultural Economics Research Institute,
Agricultural Economics 1913-1938, Oxford, 1938, pp.8-11. 
£0 Bateman, D. I., op. cit., 1980, p.4. 
£1 Whetham, Edith H., Agricultural Economics in Britain 1900-1940, Institute of Agricultural Economics,
University of Oxford, 1981, p.44-5. 
£2 Senior, W. H., et al., Dr. Joseph F. Duncan, Journal of Agricultural Economics, vol. 16(1965), pp.465-8. 
£3 オーウィンばかりでなく、イギリスにおいては所領経営の土地管理人は、農業研究とくに農業経済研究
の進展に大きな役割を果たしている。拙稿「18・ 19世紀のイギリス農業における土地差配人と土地管
理人の役割について」（『京都産業大学国土利用開発研究所紀要』、第 17号、平成 8年、30～ 56ページ）
を参照。
£4 Whetham, Edith H., op. cit., 1981, p.33. 当時のマーシャルの影響については、西岡幹雄・近藤真司『ヴ
ィクトリア時代の経済像：企業家・労働・人間開発そして大学・教育拡充』、萌書房、2002年を参照。
£5 Roderick, G. W. and Stephens, M. D., Scientific Studies at Oxford and Cambridge, 1850-1914, British





cial）と揶揄されている。Russell, Sir E. J., A History of Agricultural Science in Great Britain 1620-
1954, London, 1966, pp.205-6. 
£6 Orwin, C. S., Reclamation of Exmoor Forest, Oxford U. P., 1929, pp.vii-x. 
£7 当時のエンクロージャーに関する研究については、拙稿「所領経営（estate management）と国民経済
の変動― 18・ 19世紀イギリスの展開を通して」（丸山義 ・佐々木康三研究代表『家族経済と国民経
済の変動に関する研究』、科学研究費補助金研究成果報告書、1998年、265～ 94ページ）を参照。





£9 Orwin, C. S., A Specialist in Arable Farming, Oxford, 1930, 24p. ; idem, Another Departure in Plough
Farming, Oxford, 1930, 16p. ; idem, A Pioneer of Progress in Farm Management, Oxford, 1931, 36p. ;
idem, High Farming, Oxford, 1931, 24p. ; idem, Pioneers in Power Farming, Oxford, 1934, 26p. 
¢0 土地国有化の主張は、同様の脈絡でホールにもみられる。Hall, A. D., Reconstruction and the Land:
An Approach to Farming in the National Interest, Macmillan, 1942. 






¢2 Ashby, M. K., Joseph Ashby of Tysoe 1859-1919, London, 1961. 
¢3 山口哲夫訳・注釈『英国の小農地制度―農水産大臣に対する小農地諮問会議第一次報告書』、農林省農
地局、1950年を参照。
¢4 その補完的な報告書が、オー（John Orr）によって 1916年と 1917年にバークシアとオックスフォード
シアの農業を対象にして発表される。
¢5 当時のウィスコンシンの状況については、True, Alfred Charles, A History of Agricultural Education
in the United States 1785-1925, Arno Press, 1969, pp.220-321. を参照。エリィとテイラーについては、
Taylor, H. C. and Taylor, A. D., The Story of Agricultural Economics in the United States, 1840-1932,
Greenwood Press, 1974, pp.101-21. を参照。
¢6 Shepardson, Whitney H., Agricultural Education in the United States, Macmillan, 1929, pp.98-116. 
¢7 Smith, J. H., Joe Duncan: The Scottish Farm Servants and British Agriculture, R. C. S. S., University








¢9 Whetham, Edith H., op. cit., 1981, p.35. 




る」というのである。Ashby, M. K., op. cit., p.192. 
∞3 Duncan, Joseph, The Political Economy of Agriculture, Journal of Proceedings of the Agricultural
Economics Society, vol. 2(1932), pp.88-91. 
∞4 Agricultural Economics Research Institute, op. cit., Oxford, 1938, pp.16-9. 
∞5 開発委員会と研究体制の確立については、拙稿「農業科学政策の課題と研究体制の確立― 20世紀初頭
イギリスの事例を通して」（『科学技術社会論研究』、第 2号、2003年、80～ 92ページ）を参照。
∞6 拙稿、前掲論文、平成 11年、48～ 50ページ。
∞7 Giles, A. K., The A. E. S. : A Commentary on its Past, Present and Future, Journal of Agricultural
Economics., vol. 27(1976), pp.393-413; Holmes, Colin, Science and the Farmer: the Development of the
Agricultural Advisory Service in England and Wales, 1900-1939, Agricultural History Review, vol.
36(1988), pp.77-86. 
∞8 食料増産政策は第一次世界大戦後も、一定期間続けられる。Middleton, Thomas Hudson, Food Produc-
tion in War, Clarendon Press, 1923; Offer, Avner, The First World War: An Agrarian Interpretation,




§0 Whetham, Edith H., The Agrarian History of England and Wales, vol. VIII 1914-39, Cambridge U. P.,
1978, pp.148-53. 




§3 Agricultural Economics Research Institute, op. cit., 1938, pp.20-60. 
§4 ibid., pp.61-2. 
§5 Colyer, Richard J., op. cit., 1982, pp.51-3. 
§6 Ashby, A. W., Economic Conditions in Welsh Agriculture, Aberystwyth, 1928, p.2. 
§7 農村はアシュビィの教区ともいえるようになり、アシュビィは父親がウォリックシアの農村でメソジス
ト教徒の集会で行ったのと同じような忠告を農民に与えている。Tributes to A. W. Ashby, CBE, Journal
並松　信久86
of Agricultural Economics, vol. 10(1954), pp.274-6. 
§8 ibid., p.275. 
§9 Colyer, Richard J., op. cit., 1982, pp.52. 
¶0 1930年代になってロンドン大学の（農業）学外学位をめざす学生は、経済原理の知識と、その農業へ
の応用が必要とされるようになる。
¶1 Whetham, Edith H., op. cit., 1981, pp.49-50. 
¶2 Orwin, C. S., The Teaching of Agriculture, The Agricultural Economics Society, 1927. 
¶3 Wynne, A, J., op. cit., 1980.
¶4 Venn, J. A., Foundations of Agricultural Economics, Cambridge U. P., 1923, pp.vi-ix. 
¶5 Rew, Sir Henry, The Scope of Agricultural Economics, The Agricultural Economics Society, 1928, p.2. 
¶6 Senior, W. H., Dr. J. S. King, Journal of Proceedings of the Agricultural Economics Society, vol.
3(1934), pp. 11-2. 
¶7 Sturrock, F. G., Farm Accounting and Management, London, 4th edition, 1962. 
¶8 King, J. S., A Programme of Research in Agricultural Economics, Journal of Proceedings of the
Agricultural Economics Society, vol. 1(1930), pp.9-24. 
¶9 Wyllie, J., Determination of the Cost of Production of Farm Crops, Journal of the Board of Agriculture,
vol. 24(1917), pp.403-16. 
•0 Reid, I. G., Obituary: James Wyllie, Journal of Agricultural Economics, vol. 19(1968), pp.386-7. 
•1 Carslaw, R., Farm Management Research Techniques, Reports of the College Travelling Scholars in
Agriculture, No. 2, College of Estate Management, London, 1931, pp.214-7. 
•2 Murray, Keith A. H., Agricultural Economics in Retrospect, Journal of Agricultural Economics, vol.
13(1960), pp.374-398. 
•3 カリィの研究手法については、Currie, J. R., A Review of Fifty Years’ Farm Management Research,
Journal of Agricultural Economics, vol. 11(1956), pp.350-68. 
•4 W. H. Long, An Economic Investigation of Devon and Cornish Farms 1923-1926, Newton Abbot, 1927;
Currie, J. R. and Long, W. H., An Agricultural Survey in South Devon, Newton Abbot, 1929. 
•5 この特徴点は第二次世界大戦後にケンブリッジのスターロック（F. G.. Sturrock）とレディングのブラ
ックバーン（C. H. Blagburn）によって本格的に取り上げられ、「効率要素」の計算が組み合わされて、
「組織」指標によって選択部門の強度が示され、「産出指標」によって部門の経営水準が示される。
Sturrock, F. G., Farm Accounting and Management, London, 1945; Blagburn, C. H, Simple System of




•7 Ashby, A. W., Some Impressions of Agriculture Economics in U. S. A., Journal of Proceedings of the
Agricultural Economics Society, vol. 1(1929), pp.10-8. 
•8 当時のアメリカの農業経済研究者の状況については、Taylor, Henry Charles, A Farm Economist in
Washington 1919-1925, University of Wisconsin, 1992. を参照。
イギリス農業経済学の形成とプロフェッションの誕生 87
•9 Whetham, Edith H., op. cit., 1981, pp.57-8. 
ª0 Hunt, K. E., The Concern of Agricultural Economists in Great Britain since the 1920s, Journal of
Agricultural Economics, vol. 27(1976), pp.285-96. 
ª1 Brassley, Paul, Agricultural Science and Education (Collins, E, J, T. ed., The Agrarian History of
England and Wales, vol. VII 1850-1914, Cambridge U. P., 2000, pp.594-649). を参照。
ª2 Duncan, J. F., The Development of Agricultural Economics in Great Britain, Journal of Proceedings of
the Agricultural Economics Society, vol. 7(1946), pp.19-21. 
ª3 Murray, Keith A. H., op. cit., 1960, pp.381-2. 
ª4 ibid., pp.375-77. 
ª5 Thomas, E., On the History of the Society, Journal of Agricultural Economics, vol. 10(1954), pp.278-
302; Giles, A. K, op. cit., 1976, pp.393-413. 
ª6 イギリス科学振興協会は、ドイツ科学の影響を受けて、1831年に設立される。D. S. L. カードウェル著／
宮下晋吉・和田武編訳『科学の社会史―イギリスにおける科学の組織化』、昭和堂、1989年、73～ 5
ページ。
ª7 Whetham, Edith H., op. cit., 1981, pp.69-70. 
ª8 Legg, L. G. W. ed., Prothero, Rowland Edmund, Baron Ernle (1851-1937), Dictionary of National
Biography, 1931-1940, London, pp.721-2. アンリィ卿の著書は、現在においても論文の引用・参照文献
として用いられている。
ª9 Senior, W. H., op. cit., 1934, pp.11-2. 
O ⁄‚‚ ラドは研究と普及の関係に関心をもっている。Ladd, C. E., The Relation of Research to Extension Work in








O ⁄‚‹ Smith, J. H., op. cit., 1973, pp.110-20. 
O ⁄‚› ibid. pp.111. 
O ⁄‚ﬁ ibid, p.115. 
O ⁄‚ﬂ Giles, A. K, op. cit., 1976, p.411. 
O ⁄‚‡ Thomas, E., op. cit., 1954, pp.278-83. 




O ⁄⁄⁄ Maxton, John P., Professional Stock-Taking, Journal of Proceedings of the Agricultural Economics
並松　信久88











The Formation of British Agricultural Economics 
and the Birth of Profession
Nobuhisa NAMIMATSU
Abstract
The British agricultural science was divided into various branches at the beginning of the 20th cen-
tury. One of the many branches was agricultural economics; agricultural economics was into the curric-
ula of the some British colleges and universities. But agricultural economics did not succeed to the
existing knowledges, though many branches, especially agricultural chemistry and botany, did so.
Needless to say, agricultural economics was not derived from general economics.
Many agricultural economists were reproduced by these higher education and research institutes.
They became the agricultural economic profession. The development of agricultural economics was con-
nected with the birth of profession. The profession included university professor, reserch worker, civil
service, and advisory economist. Among of all professions, advisory economists played an important part
in the development of agricultural economics; they not only extended scientific information and tech-
nology in the country as the agricultural agents, but also collected and analysed agricultural information
as the researchers.  
A group of advisory economists was at the centre of the foundation of the Agricultural Economics
Society. This society was founded by profession, but many nonprofessions (farmers, agriculturalists,
landowners, agricultural workers, and so on) joined the society; therefore the society opened to the
public and gathered more agricultural economic information. But on the other hand, there was doubt
whether the society contributed to the development of agricultural economics, because the society put
obstacles in the way of systematic study.
Keywords :  agricultural economics, Britain, profession, advisory economist, Agricultural Economics
Society
